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Ｚ ８７１５Ｃ（３） 
 
 手  旗 制定 昭和 ５４．１２．２４ 

 改正 平成 ３１． １． ９ 

                        （ＦＬＡＧ，ＳＥＴ，ＳＩＧＮＡＬ） 

 

 □この改正票は，ＤＳＰ Ｚ ８７１５Ｃ (手旗）についてのものであり，ＤＳＰ Ｚ ８７

１５Ｃ（２）を含め累積記載されている。この改正票はＤＳＰ Ｚ ８７１５Ｃと併用される。 

 

                              

1.4 引用文書 中 

“ＪＩＳ Ｌ １０９６ 一般織物試験方法” を “ＪＩＳ Ｌ １０９６ 織物及び編物の生地試験方法”に改める。 

“ＪＩＳ Ｌ １０９６ 織物及び編物の生地試験方法” の次に “ＪＩＳ Ｌ ２４０３ 麻縫糸” を加える。 

“ＪＩＳ Ｚ ８７３０ 色の表示方法－物体色の色差” を “ＪＩＳ Ｚ ８７８１－４ 測色－第４部：ＣＩＥ１９７６Ｌ＊

ａ＊ｂ＊色空間”に改める。 

 

2.1 材料 中 表－２材料 を次のように改める。 

表２－材料 

区分 規定 

旗生地 付表１による。 

縁布 綿１００ ％，斜文織１６Ｓ，未晒使用 

補強皮 牛皮銀付，長さ約８０mm，幅約 20mm，厚さ約１mm 

丸釘 めっき鉄丸くぎ，丸頭，スムース，胴部径，長さ約１０mm，黄銅メッキ加工 

柄 かし（樫）木（含水率は１５％以下とする。） 

縫糸 ＪＩＳ Ｌ ２５１１ ポリエステル＃４０（３コード），色は旗生地と同系色とする。 

しぼり留め糸 ＪＩＳ Ｌ ２４０３の２０／３，白色 

 

付表１－旗生地 中 
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付表１－旗生地 
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項目 規定 試験方法 

   

組織 平織 ＪＩＳ Ｌ １０９６による。 

質量  ｇ／ｍ２ １７０以上 

密度  本／２．５４ｃｍ たて ４０以上 

よこ 

    

 

色差 
 

標準色に対し，△Ｅ０．５以下 ＪＩＳ Ｚ ８７３０のＬ＊ａ＊ｂ＊ の表色系 に

よる。 

ただし，色差測定は財団法人日本繊維製品卸

検査協会の色差計で行うものとする。 
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付表１－旗生地 
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改める。 

 

付図１ 中 

“柄の先端” を “柄の先端（しぼり留め糸）” に改める。 

 

原案作成部課等名を次のように改める。 

原案作成部課等名 ： 海上自衛隊 補給本部需品部 

項目 規定 試験方法 

   

組織 平織 ＪＩＳ Ｌ １０９６のＡ法による。 

質量  ｇ／ｍ２ １７０以上 

密度 本／２．５４ ｃｍ たて ４０以上 

よこ 

    

 

色差 
 

標準色に対し，△Ｅ０．５以下 ＪＩＳ Ｚ ８７８１－４の4.3による。 

ただし，色差測定は公益財団法人日本繊維検

査協会の色差計で行うものとする。 



防 衛 省 仕 様 書 Ｄ Ｓ Ｐ

Ｚ ８ ７ １ ５ Ｃ
制定 昭和５４．１２．２４手 旗
改正 平成２０． ３．２１

（ＦＬＡＧ，ＳＩＧＮＡＬ）

1 総則

1.1 適用範囲

この仕様書は，手旗について規定する。

1.2 種類

種類は，表１による。

表１－種類

種類 物品番号

白 ８３４５－０１７－１２３０－５

赤 ８３４５－０１７－１２３１－５

組 ８３４５－３０８－７６４４－５

注記 組は，白と赤を組合せたものとする。

1.3 製品の呼び方

製品の呼び方は,仕様書の名称及び種類による。

例 手旗，白

1.4 引用文書

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部をなすものであり，入札書

又は見積書の提出時における最新版とする。

ＪＩＳ Ｌ ０８４２ 紫外線カーボンアーク灯光に対する染色堅ろう度試験方法

ＪＩＳ Ｌ ０８４４ 洗濯に対する染色堅ろう度試験方法

ＪＩＳ Ｌ ０８４７ 海水に対する染色堅ろう度試験方法

ＪＩＳ Ｌ ０８４９ 摩擦に対する染色堅ろう度試験方法

ＪＩＳ Ｌ １０９５ 一般紡績糸試験方法

ＪＩＳ Ｌ １０９６ 一般織物試験方法

ＪＩＳ Ｌ ２５１１ ポリエステル縫糸

ＪＩＳ Ｚ ８７２１ 色の表示方法－三属性による表示

ＪＩＳ Ｚ ８７３０ 色の表示方法－物体色の色差

2 製品に関する要求

2.1 材料

材料は，表２によるほか，付図１による。

表２－材料

区分 規定

旗生地 付表１による。

縁布 綿１００％，斜文織１６Ｓ，未晒使用

補強皮 牛皮銀付，長さ約８０㎜，幅約２０㎜，厚さ約１㎜

丸釘 めっき鉄丸くぎ，丸頭，スムース，胴部径，長さ約１０㎜，黄銅メッキ加工

柄 かし（樫）木，（含水率は１５％以下とする。）

縫糸 ＪＩＳ Ｌ ２５１１ ポリエステル＃４０（３コード），色は旗生地と同系色とする。
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2.2 加工

2.2.1 裁断

旗生地の裁断は，縦，横方向に直角に裁断するものとする。

2.2.2 縫製要領

縫製要領は,次による。

a) 一般要領

1) 糸調子，縫い目が優良で，縫いとび及び縫い外れがなく，縫い目曲がりが目立たないものとする。

2) 縫い始め及び縫い終りは，完全に返し縫いを行うものとする。

3) 針数は，３㎝間の表面に現れた縫い目数とし，本縫い１２針以上，皮縫い８針以上とする。

b) 細部要領

1) 旗の縁は，柄を通す側を除く三方を，三つ巻き一条縫いとし，仕上がり幅は１０㎜以下とする。

2) 旗生地に，縁布及び補強皮を縫い付ける要領は，付図１によるものとし，旗生地を縁布に１㎝以上挿入して二条縫いをする。

3) 柄の先端は，縁布の端で完全に覆って糸留めをする。

2.2.3 取付け方法

柄の取付け方法は，縫製後柄を縁布に通し，補強皮部分に丸釘２本を打ち，旗を柄に固定する。

2.2.4 仕上げ

仕上げは糸くずを取り除き，丁寧に仕上げるものとする。

2.3 外観・形状・寸法

外観，形状及び寸法は,次による。

2.3.1 外観

外観は，加工方法が優良で，傷，汚れ，その他の欠点が目立たないものとする。

2.3.2 形状・寸法

形状及び寸法は，付図１を標準とする。

2.4 色

色は，付表１を標準とし，5の承認による。

3 品質保証

3.1 監督・検査

検査は，契約担当官等の定める監督及び検査実施要領による。

4 出荷条件

出荷条件は，次による。

4.1 包装

包装は，商慣習による。

4.2 外装の表示

外装の表示は，外装の見やすい箇所に次の項目を表示する。

a) 調達要求番号

b) 物品番号

c) 品名（製品の呼び方）

d) 数量

e) 納入年月

例 ２００９年３月

f) 契約の相手方の名称又はその略号



３

Ｚ ８７１５Ｃ

5 その他の指示

5.1 承認用見本

契約の相手方は，製造に先立ち承認用見本として，製品１組を契約担当官等に提出し，外観及び色について承認を得な

ければならない。

原案作成部課等名：海上自衛隊 補給本部
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付表１－旗生地

項目 規定 試験方法

原糸 ％ アクリル１００ （ダル糸）

原糸番手 たて １／２０ ＪＩＳ Ｌ １０９５による。

よこ

組織 平織 ＪＩＳ Ｌ １０９６による。

質量 ｇ／㎡ １７０以上

密度 本／２．５４㎝ たて ４０以上

よこ

寸法変化率 ％ たて ±３ ＪＩＳ Ｌ １０９６のＤ法による。

よこ

引張強さ Ｎ／５㎝ たて ４９０以上 ＪＩＳ Ｌ １０９６のＡ法による。

よこ

色 手旗，赤 ５．７Ｒ ３．７／１５．５ ＪＩＳ Ｚ ８７２１による。

手旗，白 Ｎ９．４

染色堅ろう度 耐光 ４級以上 ＪＩＳ Ｌ ０８４２の第３露光法による。

摩擦 ＪＩＳ Ｌ ０８４９の摩擦試験機Ⅱ形の

乾燥試験による。

洗濯 ＪＩＳ Ｌ ０８４４のＡ－２号による。

海水 ＪＩＳ Ｌ ０８４７による。

色差 標準色に対し，△Ｅ０．５以下 ＪＩＳ Ｚ ８７３０のＬ＊ａ＊ｂの表色系に

よる。

ただし，色差測定は財団法人日本繊維製品

卸検査協会の色差計で行うものとする。
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